
アガペワールド の活動に賛同し、ご協⼒力力してくださる皆様
ニュースレターを楽しみにしていてくださる皆様 

新しい2022年年も3⽉月に⼊入り、春の⾜足⾳音が聞こえてきましたが、お元気でいらっしゃいますか。 

私、恵⼦子・ホームズは、南ロンドンから、スインドンへと引っ越しいたしました。新住所は上記をご参照く
ださい。2021年年のクリスマス号で、⽞玄孫（やしゃご）を抱く、当時９１歳の元捕虜デニスをご紹介しまし
たね。彼は娘さん（デニーズ）と住んでいましたが、残念なことに亡くなってしまいました。今は無理理です
が、割に近いので、そのうちデニーズには頻繁に会えます。 

元捕虜関係者の⽅方々との交流は、今でもまだ電話やEMAILが主ですが、私たちの活動に興味を持ってくれる
⼈人たちが、こちらに来てから沢⼭山出てきました。教会で知り合ったジャッキーと彼⼥女女のご主⼈人を初め、教会
や聖書の学校のリーダーの⽅方　(アン）が⾮非常に興味を持ってくれ、協⼒力力的です。アンは、ご主⼈人の仕事で
14年年間⽇日本に住んでいて、そこでアメリカ⼈人の友達に誘われて教会に⾏行行くようになり、洗礼を受けた、とい
うことです。それまでは上流社会に⼊入り浸り、タバコは１⽇日に２４本吸い、付き合いで飲酒も⾮非常に多かっ
たと⾔言っています。神様が酒やタバコからアンを完全に解放したと⾔言っています。彼⼥女女を⾒見見れば、そんな過
去があったなんて信じられません。彼⼥女女の聖書の学びの深さに毎回驚いています。本当に神様と親しくなる
時に、いろいろな束縛から解放され、本当の意味で⼈人⽣生を感謝と喜びで満喫できるのですね。 

今年年は⽇日本に⾏行行けることを⼼心から願っています。北北海海道のニセコに住む息⼦子の家族や、アガペワールド の
皆さんにお会いできるのを⼼心待ちにしています。⾏行行けるようになれば、８⽉月の第⼀一⼟土曜⽇日にある、保⼟土ヶ⾕谷
の英連邦兵⼠士戦死者の墓地での追悼式に参加したいと願っています。皆さん、どうぞお元気で。 

感謝を込めて。恵⼦子 

　✨ ✨ ✨ ✨  アガペ・ワールド理理事⻑⾧長から ご挨拶  ✨ ✨ ✨ ✨  

イギリスでは桜によく似た花をつけるアーモンド
の⽊木（左の写真）を⾒見見かける季節となりました。
暖かい春の陽光が増すなか、⽇日本からのニュース
を聞き、複雑な⼼心境を抱いていた⽅方が多かったク
リスマス当時のことを思い出しています。 

クリスチャンにとって⼀一⼤大祭であるクリスマス
を、家族や友⼈人たちと以前のように祝うことがで
きるとの期待の⼀一⽅方で、⾏行行動規制が再発出される
かもしれないとの不不安があったからです。この２
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アガペ・ワールドは英国で正式登録された慈善団体です。太平洋戦争で⽇日本軍に捕らえられた
軍⼈人元捕虜や⺠民間抑留留者などの犠牲者とその家族の傷付いた⼼心と身体の癒しと和解を⽬目指して
います。 
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Email: 
victory8068@gmail.com

Tel: 090-1266-3390

恵⼦子·ホームズOBE： 創設者＆ディレクター 
60 Eastbury Way Swindon SN25 2EW  UK 
Tel: +44 (0)7968 057 059 
Email: agape.kingdom@gmail.com

⽇日英２ヶ国語対応のウェブサイト: 
agapeworldreconciliation.org

検索は「agapeworld」でできます。 
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年年間を振り返り、天に召された友⼈人や家族のこと
を懐かしんだり、再会の予定が狂ってしまったこ
とを嘆嘆く⽅方もいました。 

アガペ・ワールドでは、キャンセルを余儀無くさ
れた2019年年秋の「⼼心の癒しと和解の旅」を再調整
することもできず、毎年年夏の恒例例だった⽇日本⼤大使
館でのリユニオンや、パラダイス・ランチの企画
もできず、⾮非常に残念に思っています。 

海海外旅⾏行行に伴う規制や、慢性化しつつある⻝⾷食料料品
や⽇日⽤用品の品不不⾜足、光熱費の⾼高騰など先⾏行行き不不安
感に、今でもかられる時もあります。 

そんな時だからこそ、脈々と流れる⼤大河のような
深くて⼒力力強いメッセージに⽬目を留留めたいもので
す。そのメッセージとは「希望」です。 

クリスマスとしてお祝いするのは、私たち⼈人間の
住む時間と空間に天から降り、聖書預⾔言を成就
し、未来を変えた幼な⼦子の誕⽣生です。イエス・キ
リストの降誕は、どんな状況下にあったとして

も、私たち１⼈人ひとりに、内なる再⽣生と変⾰革をも
たらし、あらゆる困難に対する慰めや励まし、打
開する活⼒力力や希望を与えてくれるものです。 

実際の⽣生活環境に関わらず、希望を持ち続ける理理
由ができるのです。時には惨めで悲しいこともあ
るでしょう。「世にも恐ろしき感染症の蔓延（脚
注 ）」を理理由にした様々な規制が、私たちの⽇日常1

⽣生活を再び圧迫するやもしれません。 

クリスマスに続き、春に訪れるキリストの復復活祭
は、神が私たちと絶えず共にいて下さることを証
明しています。天地創造の偉⼤大な神の知恵と理理解
をいただけば、耐え忍ぶことも、団結して対抗す
る⼒力力も、⼈人知をはるかに超えてはかりしれないも
のです。 

春を迎えようとしている2022年年が皆様にとって⾶飛
躍の年年となりますよう、ますますのご活躍、ご健
勝をお祈りしております。 

ポール・ダキン理理事⻑⾧長より 

✨ ✨ ✨ ✨  アガペ 関係者による新刊本のご紹介 ✨ ✨ ✨ ✨  

旧⽇日本軍の捕虜だった⽗父の記憶を辿ったポール・マーレイさんが、北北海海道を訪問した時のことを覚えてい
らっしゃる⽅方もいると思います。⽇日程調整や移動の⼿手配、⾞車車の運転から通訳まで、恵⼦子の次男クリスや笹本
妙⼦子さんのご協⼒力力を得て、思い出の各所をポールさんは訪れました。それ以来、ポールさんとクリスは懇意
の仲。⽇日英間の和解の絆は、しっかりと次世代に受け継がれています。念願だった⾃自叙伝の出版にあたり、
ポールさん⾃自身が紹介⽂文を書いてくれました。 

ポール・マーレイ著「ゲールタクトからガリシアへ、ある息⼦子の物
語」2021年年9⽉月出版（写真右）。 

「この本は、英領北北アイルランドのベルファストで医官として働いていた
⽗父が、極東の⽇日本で囚の身となった英兵捕虜350⼈人の⼠士官となった時の戦
争体験に、私⾃自身の巡礼体験を重ね合わせた物語です。私が３回に渡って
歩いたのは、スペイン北北⻄西部のサンチャゴ・デ・コンポステラにある聖ヤ
コブ教会まで⻑⾧長い道のりです。 

⾃自著の⼀一貫したテーマは⽇日本⼈人との和解です。 

私の両親であるフランクと、アイリーンが出会ったのは1929年年。アイル
ランド⻄西部の⼩小さな村ゲールタクトで、アイルランド語を学んでいた16歳
のときでした。1941年年、祖⽗父がインドに駐在している間に２⼈人は婚約。
1942年年2⽉月のシンガポール陥落で⽇日本軍の捕虜となった⽗父は、３年年半に及
ぶ⻑⾧長い年年⽉月の間、途中１ヶ⽉月間を除き、毎⽇日、⺟母に⼿手紙を書き続けました。 

  英国の法規制でコロナ感染症は、英国内においても、世界中のどの地域においても「重篤化する感染症（High Consequence 1

Infectious Disease, HCID）」という指定ではありません。https://www.gov.uk/guidance/high-consequence-infectious-diseases-hcid
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⽗父が密かに付けていた⼿手記からの引⽤用からは、⺟母への愛情と、カトリックの深い信仰が、過酷な捕虜⽣生活の
中にあった⽗父をいかに⽀支え、励ましたかを如実に物語っています」。 

同書の購⼊入はこちらから：https://www.thegreatbritishbookshop.co.uk/products/from-the-gaeltacht-to-
galicia?_pos=1&_sid=779a02908&_ss=r。アマゾン⽇日本も販売してます。販売による収益はすべて、関節
炎のチャリティ団体NASSに寄付されます。 

✨✨✨✨   クリスマスとは？ ✨✨✨✨  

昨年年のクリスマス前に数⼈人の⽅方から「クリスマス
の意味」や「クリスチャンとは何か」との質問を
受けました。ここに私の思いを述べさせていただ
きますね。だれも神様の存在を証明することはで
きません。もしできれば、信仰はいらないです
ね。 

でも神は⼦子供達の信仰によって働かれることが多
いのです。また、神はいないとも証明できませ
ん。真のクリスチャンは信仰によって神、御⼦子な
るイエス・キリスト、聖霊の存在を知っていま
す。信じるものには、三位⼀一体の神が住んでくだ
さるのです。 

クリスマスの意味ですが、何も分からず、クリスマスとは、ツリーを飾り、サンタにちなんで贈り物を交換
する時だと思っていましたよ！主⼈人を通してクリスチャンになった私は、やっとクリスマスの意味を知りま
した。⽗父なる神様が御⼦子なるイエス様をこの世に送ってくださったのです。そのイエス様が私たちを、⼗十字
架の上で犠牲になり、諸々の束縛から解放してくださり、信じる⼈人を神の⼦子としてくださったのです。イエ
ス様は⼗十字架にかかってくれましたが、蘇られて今も⽣生きておられます。それでクリスチャンも蘇ることが
できるという信仰です。これが信じる者の信仰で、クリスマスに、神の贈り物、イエス様のなして下さった
業に感謝し、イエス様をお祝いするのです。プレゼントし合うのもそこから来ているのです。 

私たちは皆、それと気が付かなくても、必ず何かを信じて⽣生きています。悲しいことに、今の世の中では、
偶像化された「恐れ」を信じ込んでしまっている⼈人が多いように思えます。「恐れるな。わたしがあなたと
ともにいる」と繰り返し語る聖書の神はまた、このようにも記しておられます。 

神がわたし達に与えて下さったものは、臆病の霊ではなく、⼒力力と愛と健全な⼼心です。 
第２テモテへの書簡２章７節 

恐れでがんじがらめになるのではなく、信仰が私たちに与えてくれる「⼒力力と愛と健全な⼼心」による開放感が
⽇日本の皆さんの上に溢れるようお祈りしています。 

✨ ✨ ✨ ✨  2021年年のアガペ・ワールドの活動を振り返り ✨ ✨ ✨ ✨

2021年年8⽉月20⽇日から開催された南カルフォルニア・クリスチャン・
リトリート（SCCR、鶴⽥田健次牧師が主催）へのご招待を受けた恵
⼦子は、オンラインで遠隔参加しました。この時の動画ファイル（約
15分）は、アガペ・ワールドの「Boxドライブ上」で共有
（app.box.com/s/rr2zsf18azb2y2g0j9glvfnpdu5fj0q6）しています。

ニュースレターを印刷物で受け取られる皆様
アガペのHP上部にある [+ブログ＆ニュースレター] をクリック → 左端のメニューか
ら [+ SCCRにズームで参加 2021年年8⽉月20⽇日] をクリックすれば、共⽤用ファイルのリ
ンクがお使い頂けます。


�3

https://www.thegreatbritishbookshop.co.uk/products/from-the-gaeltacht-to-galicia?_pos=1&_sid=779a02908&_ss=r
https://www.thegreatbritishbookshop.co.uk/products/from-the-gaeltacht-to-galicia?_pos=1&_sid=779a02908&_ss=r
https://www.thegreatbritishbookshop.co.uk/products/from-the-gaeltacht-to-galicia?_pos=1&_sid=779a02908&_ss=r
http://app.box.com/s/rr2zsf18azb2y2g0j9glvfnpdu5fj0q6


2021年年8⽉月20⽇日付けの読売新聞

亡き⽗父に親切だった旧⽇日本軍の元⽇日本兵探しをするヘレン・ヘイン
ズさんのことが、読売新聞で取り上げられたことはご存知の⽅方も多
いかと思います。

「『恩⼈人』の⽇日本兵　知りたい」と題した記事は、取材・執筆にあ

たった緒⽅方賢⼀一前 欧州総局⻑⾧長のご厚意で、アガペ・ワールドの
ウェブサイト「ブログ・ニュース」欄欄から無料料で閲覧できます。ヘ
レンさんが　2019年年秋にアガペに寄稿したくださった亡き⽗父の思
い出もあります。ヘレンさんの３年年越しの念願が叶うよう、アガ
ペ・ワールド理理事⼀一同、お祈りしております。 

✨ ✨ ✨ ✨  フィリピン訪問の思い出 ✨ ✨ ✨ ✨

マニラや、セブ、そのほか無数にある⼩小島に住む戦争
体験者に会うため、⼩小菅啓⼦子と私、恵⼦子は何度もフィ
リピンを訪れていますが、今回は私の⼀一⼈人旅の思い出
をご紹介します。⽔水のシャワー、床の上でのごろ寝、
⾍虫との戦い、でこぼこのガタガタ道、快適とは⾔言えな
いの乗り⼼心地など、フィリピン訪問にも随分と慣れて
きていた時のことです。リリーという若い⼥女女性牧師か
ら当地を訪問して欲しいとの依頼が舞い込みました。 

私は⽇日本からマニラに⾶飛び、⽕火曜⽇日にリリーの教会に
着きました。それはマニラから数キロ離れた場所にあ
る⼩小さな教会で、台所と寝室、礼拝する会堂がオー
ル・イン・ワン（全部⼀一緒）になっていました。リリー
牧師とアシスタントのソーニャはそこで、毎週の礼拝
と、数⼈人の教会員の霊的成⻑⾧長を⾒見見守っていました。 

リリーとソーニャはそこから⾞車車で２時間ほど離れたと
ころにある教会でも、毎週⽇日曜⽇日に奉仕をしていまし
た。その教会には戦争体験者がたくさんいたので、そ
こに私を連れて⾏行行くのが、彼⼥女女たちの⽬目的でした。 

翌⽇日の⽔水曜⽇日は数⼈人の⼈人たちが教会に集まり、礼拝を
捧げました。リリーは机と寝る場所だけがある、彼⼥女女
の⼩小さな部屋を、親切に
も私のために与えてくれ
ました。⾮非常に薄い敷き
布団と、薄いタオルケッ
トがあるだけの質素な部
屋です。 

夜中にお⼿手洗いに起きた
時、リリーとソーニャが
廊下兼台所兼教会の冷た
い床で寝ているのを⾒見見ま
した。シーツを敷いて、別のシーツを上にかけ、その
間に⼆二⼈人で寝なければならなかったことを知り、リ
リーが⾃自分の部屋を明け渡してくれたことを改めて感
謝したのでした。 

翌朝、着替えをしていると、スカートの間からゴソゴ
ソと巨⼤大なムカデが出てきました。そのゾッとするほ
ど醜く、卑卑劣な⽣生き物が、気味の悪い光を放って、私
を睨みつけました。私は催眠術をかけられたかのよう
に恐怖のあまり、助けを求めて、悲鳴をあげることさ
え出来ませんでした。 

床に横たわって、寝るべきか、寝ざるべきか。その夜
は真剣に悩みました。危険が間近に迫っていたので
す。幸いにも、朝になってもムカデは出てきませんで
した。私の震え上がる姿に満⾜足し、今度はリリーと
ソーニャを襲うつもりだったのでしょうか。バカなム
カデめ。針⾦金金のようにスマートなリリーでも、怖い物
知らず。ムカデ退治は慣れっこです。彼⼥女女のフライパ
ンの⼀一撃でそのムカデも最期を遂げたことでしょう。 

リリーが牧会する質素なホームチャーチで過ごした３
⽇日間は、主の愛が溢れ、楽しく⼼心温まるものでした。
そして⽇日曜⽇日の朝。旅の主⽬目的だった、戦争体験者た
ちに会うため、リリーが運転する使い古した中古⾞車車
に。エアコンは効かず、私たちは皆、汗だく。舗装さ
れていないデコボコ道を、ガタガタ揺られながら⼀一
路路、教会へ。 

私たちが到着した時には、既に50⼈人ほどの
⼈人たちが、熱⼼心に神への賛美をしていまし
た。私たちは最前列列の席へと案内されまし
た。牧師のお説教の後、マイクが渡され、
私が戦時中の⽇日本軍による⾏行行いを認めて謝
ると、会場いっぱいに⻑⾧長い拍⼿手が湧き上が
りました。謝罪を受け⼊入れてくださった印
でした。 

なんという⼼心の広さ、歓迎の奥深さだった
ことでしょう！英語が話せる何⼈人かが寄ってきて、親
しげに話をしてくれました。私たちはハグし合いまし
た。⽇日本からのお⼟土産をうっかり忘れてしまったのが
悔悔やまれますが、彼らの寛容な⼼心にはとても感動しま
した。

�4


